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第4回ではWebページにグラフィックを配置する方法を紹介しましたが、今回はそのグラフィックを作成するための具

体的な方法を説明します。

なるべくお金をかけずにグラフィックを作成するために、ここでは主にシェアウェアを使用します。

WindowsとMacintoshそれぞれについて、

標準で付いているソフトや本誌付録のCD-

ROMに収められているソフトを使って作る方

法を説明し、その後両方のOSに共通して存在

するグラフィックソフトの定番Photoshopで

の注意点を述べます。

■Windows95でGIFを作る
まず、Windowsでは標準で付いているグ

ラフィックソフト「ペイント」で画像を作成し

ます。このとき直接ペイントで画像を描くだ

けでなく、スキャナーで取り込んだり、Photo

CDを使ったり、テレビやビデオから取り込ん

だりするのでももちろんOKです。

作成する画像はフルカラーのものでかまい

ませんが、第4回でお話ししたとおり、GIF

フォーマットでは256色までしか使えません

ので、最終的には256色になることを覚えて

おいてください。したがって、「ペイント」で

保存するときには256色で保存します。

保存した「ペイント」のファイルはBMPフ

ォーマットですので、それをGIFにコンバート

する必要があります。コンバートするには本

誌のCD-ROMに収められている「GIX」を使

います。

GIXを立ち上げ、先ほど保存したBMPフ

ァイルをファイルメニューから開きます。

GIFにするにはファイルメニューの「別名で

保存」を選び、ファイルの種類からGIFを選

んで保存するだけです。

GIXではこのほかに、インターレースGIFに
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することと、背景を透明化することができる

ようになっています。どちらも変換メニューに

入っています（図1）。インターレースGIFにす

るには変換メニューから「GIFインターレー

ス」を選ぶと「ファイル名を付けて保存」の

画面が出ますので、名前を付けて保存します。

背景の透明化の場合には、変換メニューから

「GIF透明化」を選ぶと画像の上にカーソル

が表示されますので、このカーソルで透明に

したい部分をクリックします。クリックした

ところの色と同じ色の領域すべてが透明化し

て、ページに配置したときに背景が透けて見

えるようになります。

また、GIXでは粗い画像から細かい画像に

なっていくように表示するインターレースGIF

に似たJPEGのフォーマットであるプログレッ

シブJPEGにも対応しており、JPEGで保存

する場合には「JPEGスキャン選択」からプ

ログレッシブJPEGに変換して保存すること

もできます。

■MacintoshでGIFを作る
Macintoshの場合には標準的なファイルフ

ォーマットはPICTです。PICTの画像を作る

ことのできるアプリケーションは山ほどあり

ます。しかし、Performaシリーズ以外の

Macintoshには標準で付属するグラフィック

ソフトはありません。

だからといってがっかりする必要はありませ

ん。本誌付録のCD-ROMに収められている

「GraphicConverter」は、Windows付属

の「ペイント」をはるかに超える機能を持っ

たソフトです。名前からすると単なるコンバ

ーターのようですが、画像を作成して編集す

る機能はひととおり揃えています。

GraphicConverterでは、PICTだけでな

くBMPなど数多くのファイルを開くことがで

きます。他のアプリケーションで作ったファ

イルをFileメニューから開くか、Fileメニュ

ーのNewで新しいウィンドウを作って、新た

に画像を作成します。保存するにはFileメニ

ューからSave as...を選び、ダイアログボック

スの右にあるポップアップメニューでGIFを選

びます（図2）。GIFを選んだら、そのポップ

アップメニューの下にあるOptionsというボ

タンを押してください。インターレースGIFに

したい場合には、そこに出てきたダイアログボ

ックスで、Row orderをInteracedにします。

あとはファイル名をつけて保存するだけです。

フルカラーで画像を作成していた場合には、

自動的に256色に変換されてGIFで保存され

ます。

画像の背景を透明化するには、保存する前

にPictureメニューのColorsのサブメニュー

の一番下、Transparent GIF Colorを選びま

す。ここで出てくるダイアログボックスで、透

明化する色を選ぶのですが、下にある

図1：GIXでGIFファイル作成
S付録のCD-ROM ：¥WIN¥VIEWER¥GRAPHIC¥GIX
インターレースGIF、あるいは背景を透明化するには、変換メニ
ューからそれぞれ選択する必要がある

図2：GraphicConverterでGIFファイル作成
S付録のCD-ROM ：Mac→Viewer→Graphic
→GraphicConverter
PICTやBMPなど他のフォーマットのファイルをGIFで
保存するには、FileメニューからSave as...を選択し、
ポップメニューでGIFを選べばいい
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Transparentというチェックボックスをチェ

ックしてから色を選ぶと、右には透明化した

結果の画像が表示されますので、それを見な

がらどの色を透明化するかを選択します（図

3）。その後、GIFで保存すればOKです。

■GIFの透明化にあたっての注意
GIF画像の一部を透明化する際に注意しな

ければならないのは、画像を作成する際に、

画像の縁をなめらかに見せるためのアンチエ

イリアシングをかけている場合です。アンチ

エイリアシングは画像の縁の部分を背景の色

に近い色で埋めることにより、ドットが目立

たないようにしてなめらかな曲線に見えるよう

にする方法です。つまり、背景の色がアンチ

エイリアシングの際に影響するわけです。

GIF画像を透明化してページに置く際には、

その背景の色を前もって考えた上でアンチエ

イリアシングをする必要があります。普通は

白い背景の上でアンチエイリアシングした画

像を作成しますので、そうして作成したGIF

画像を黒い背景のページに配置すると、画像

の周りにうっすらと白い縁が付いてしまうこ

とになります。

■Photoshopを使う
Photoshopでも保存する際のフォーマット

としてGIF（Compuserve GIF）を選ぶことで、

GIFファイルを作成することができます。透明

化やインターレースにすることはできませんが、

サードパーティー製のプラグインを使うことで、

Photoshopでもそれらの機能を使えるように

なります。BoxTop Software（jhttp://

www.aris.com/boxtop/）のPhotoGIFを使

えば、インターレースにもできますし、透明

化はアルファチャンネルを使って指定するこ

ともできるようになります（図4）。

なお、PhotoshopでGIFに保存する際に

は、保存のメニューを選ぶ前に必ずモードメ

ニューでインデックスカラーに変更しておく必
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図3：Transparentの指定
Transparentのチェックボックスをチェックしてから、右に表示される
画像を見ながら透明化する色を選ぶ

図4：PhotoshopでGIFファイル作成
BoxTop SoftwareのPhoto GIFを使えば、PhotoshopでもGIFファイ
ルの透明化やインターレースが可能になる

図5：インデックスカラーの指定
PhotoshopでGIFに保存するときには、前もってインデックスカラー
に変更しておく必要がある

要があります（図5）。インデックスカラーに

しておかないと、保存メニューのフォーマッ

トでGIFを選ぶことができません。インデッ

クスカラーにする際には、8ビット（以下）を選

んで「使用中の色に合わせて割り付ける」に

するとよいでしょう。ディザにするかしないか

は画像によって違いますが、写真のように複

雑な色がたくさん混ざり合っているような画

像の場合にはディザに、単純な色彩のイラス

ト画像ではディザなしにするというのを目安

にしてください。気になる方はディザあり／

なしの両方のフォーマットで保存してみて再度

開き、どのように画像が変化したか、サイズ

の違いはどうかを確かめてみてください。

■シェアウェア
今回ご紹介したGIXもGraphicConverter

もシェアウェアです。恒常的に使うのであれば、

料金を払うようにしてください。Graphic

Converterは、料金を払ってレジストレーシ

ョンすると、複数のファイルのフォーマット

や色数や大きさなどを一発で変換する機能な

どが使えるようになります。CompuServeの

シェアウェア送金サービスが利用できます。
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ホームページを定期的に更新するためには？

図7：ワード・クリエイティブ・ゲームを実施している
「PEPSI COLA JAPAN」のホームページ

図6：徳島の「スーパーローカルタウンマガジン
ANANA」のホームページ

誰かにせかされないとものごとを進められな

い、締め切りがこないと文章が書けないとい

うのは、なにも私だけではないと思う（と信

じたい）。

世の中には根気のある人もいるもので、毎

日欠かさずこつこつと日記や家計簿をつける

ことのできる人がいて、そういう人はホーム

ページを作っても定期的にちゃんと更新して

いくだろうから、このコラムは読まなくてもい

いだろう。

1人ではどうしても怠けてしまって、いや怠

けているのではなく、他のさまざまな仕事や

趣味や家事で忙しくて、ホームページの更新

がつい後回しになってしまうというような人。

そういう人でも、ホームページを作ったから

にはきっと時々は更新したいと思っているだ

ろうし、たくさん載せたいこともあるだろう。

更新しなくてもいい、内容は増やす必要は全

然ないと思っている人は、このコラムは読ま

なくてもいいだろう。

やはり他人にせかされるのが一番である。

しかし、職業編集者だって毎月一度、来な

い原稿の催促メールを出すのは心労が絶えな

いものである（ごめんなさい）。まして誰がボ

ランティアでそんな心労を買って出るだろう

か。

もちろん、食事や酒をおごるとかいった代

償を払って催促してもらうという手もないで

はないが、それではあまりにもつまらなくはな

いか。

そこで、誰かと助け合ってホームページを

作っていくのはどうだろうかと考えた。互い

に、相手をせかす役目を負うのである。

内容の作り方はいろいろ考えられる。1つ

は、公開文通。交代で好きなことを書きなが

ら、適度に相手に質問したり、答えたりを続け

ることで、1つの流れのあるページ群を作る。

文通ではなく、あるテーマに沿った討論でもよ

いし、小説を作っていくのでもよい。

ここで肝心なのは継続していくことなので、

相手の番になったときにプレッシャーを与え

なければならない。例えば自分の書いたペー

ジに［NEXT］ボタンをつけておいて、まだ

作られていない相手のページのファイル名を

勝手に決めてリンクを張ってしまうのだ。そ

うすると「お前が早く次を書かないから、

［NEXT］ボタンを押した読者から、リンク先

がないエラーが出ると文句が来たじゃないか」

と責めることができる。リンク先がないのは

気持ち悪いので、なかなかのプレッシャーに

なるのではないかと思う。

お互いのページが同じサイトにある必要は

もちろんない。協力する人がそれぞれ自分の

サイトにページを作ればよい。その代わり目

次や［NEXT］ボタンでちゃんとお互いのペ

ージに順番にアクセスできるようにしておく。

文通や討論のように、複数で1つのものの流

れを作るのではなく、それぞれは別々のものを

書きながら、1つにまとめて雑誌のようにする

ことで、互いに牽制しあうような仕組みにする

こともできる。参加する人が書くテーマはな

んでもよいが、その代わり「毎週末に作成す

る」「第二日曜日に作成する」といった共通

の締め切りを設け、雑誌としての目次ページ

をその日に必ず作成する。前のやり方と同様、

目次作成時にまだできていない人のページに

も、勝手にファイル名をつけてリンクを張っ

てしまうことは言うまでもない。

なお、これらの場合、「工事中」というペ

ージを作るのは禁じ手としておかなければな

らない。「工事中」となったまま1年も経って

いるページが世の中にはいくらでもある。「工

事中」の札を出しておくことで安心してしま

うのだ。リンクが外れているという中途半端

な状態こそがプレッシャーとなるのだ。だか

ら、まだないファイルにリンクを張っておく。

ただしこの方法だと、常に行き先のないリ

ンクが存在することになるので、読者に不親

切である。そこで、締め切り日を設定し、行

き先のないリンクを作るのはそれが過ぎてか

らというのがいいだろう。
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